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この連載の第 1 回（203号ܝ載）では、足
は、どのような状態で生まれ、発ୡするか。
そして現在、子どもୡの足は、どんな状態
にあるのかをまとめた。第 2 回の今回は、
足を݈߁にҭてるには、どうしたらよいか
について述べたい。

未完成で生まれてくる足が݈全にҭつた
めに必要、かつ最善の方法は、足を使うこ
と。つまり、歩くことだ。そして子どもは、
より動かせる特性を備えている。

小さな子どもは、じっとしていることは、
まずない。常に動き回っている。面౗を見
ている大人の方がଉが切れてしまう。

小さな子どもが、ർれ知らずに動き回れ
るのは、ے肉が細く、ミルキングアクショ
ンを活発に起こせるから。

ミルキングアクションとは、݂ӷを心ଁ
に໭す足のے肉の収ॖ運動のこと。݂ӷの
॥環を促し、新௠代ँを活発にするのにܽ
かせない運動だ。

小さな子どもは、ے肉が細く、小さな力
でミルキングアクションを起こせるので新
௠代ँが活発。だから動き続けられるのだ
という。

、肉が細いとは未発ୡということだがے
それがർれ知らずに動き回れる要因であ
り、動き回るとはے肉を使うこと。ے肉は
使えばଠくなる、つまり発ୡする。言って
みれば、未ख़が、発ୡを引き出す。人間の

体は、ົ޼に仕掛けられているとは言えな
いだろうか。

では、動き回る、すなわち歩くのに不可
ܽな靴は、子どもにとってどうあるべきな
のか。子どもの足の正常な発ୡを妨げない
子ども靴の条件は、次の通りだ。

なお、ここで言う子ども靴とは、年ྸで
言うと 3 歳前後から 6 歳前後、サイズでは
足長15.0ᶲ前後から20.0ᶲ前後を、主に意
味している。

Ͳも靴がඋ͑る΂き条件とはࢠ˔
①アッパー素材は、革を筆頭に通気性が

あること
新௠代ँが活発なため、子どもの足は

汗っかき。靴内をਗ਼ܿに保つために通気性
が求められる。動物の皮ෘである革には無
数の毛穴があり、通気性に優れているが、
日本では、革製子ども靴は非常に少ない。

②௺先は、指の動きを妨げない広さと高
さがあること

歩行運動を重心の移動でଊえると、᪜の
やや外側で着地し、その後、重心は、足の
外側を通り、小指の付け根にୡすると、ԣ
に移動し਌指の付け根にୡした後、指先か
らൈける。つまり足は、ἤるように運動し、
最後に指先でऽり出し、次の一歩にܨげて
いる。この指の運動を妨げないためだ。

③歩く時の足の౿み返しを妨げないよう

˙②Ͳも靴考ࢠ˙

。器であるためにはࣇͲもにとͬͯ靴がҭࢠ

靴ジャーナリスト　大　୩　஌　ࢠ
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に、指の付け根ลりが曲がること
「指の付け根ลり」とは、ボールジョイ

ントのこと。前項で述べた歩行運動の解説
で言う「重心がԣに移動」とは、ここで౿
み返し、つまり足は屈曲しており、靴が足
の屈曲を妨げないために靴も屈曲しなけれ
ばならない。

④足を支えられるように、᪜がしっかり
とつくられていること

つまりしっかりしたカウンターが入って
いなければならない。特に歩き始めには、
アーチのܗ成が不十分なため、立つと自分
の体重でアーチが௜み、ԟ々にして᪜が外
側を向いてしまう。これを防ぎ真っ直ぐ立
てるようにカウンターによる支えが必要
だ。

⑤足首を覆う深さがあること
ハイカットということだが、前記と同じ

理由で足を真っ直ぐに保持するため。しか
し足首の可動Ҭをڱめるという意味で異࿦
もあるが、ベビー靴（一般的に足長11.0ᶲ
～15.0ᶲ）では必ਢであり、また、足の状
態にもよるが、筆者は 5 歳前後までは、ハ
イカットがベターと考えている。

⑥ཹめ具がついていること
足に靴をしっかりと保持すると共に足に

合わせて調અするため。ཹめ具の種類は、
面ファスナーが一般的だが、紐の方が、調

અҬが広く、保持性が高い。
ᶉ௺先が適度に上がっていること
トウ・スプリングのことだが、ἤり運動

が完全ではない子どもは᪴きやすく、᪴き
を防ぐためだ。

ᶊ底に஄力性があること
িܸ吸収と共に屈曲性を実現するため。

アッパー素材が硬いと底に஄力性があって
も、屈曲は実現されないこともあり、底材
とアッパー材のマッチングは重要である。

以上は、子ども靴に限らず、「歩くため
の道具」と定義した靴が備えていなければ
ならない条件でもある。

˔よりྑいフΟッςΟンάのために
もちろん、以上の条件をクリアしていて

も、足に合っていなければ、靴は正しく働
いてくれない。

適正なフィッティングのチェックポイン
トは、

①௺先に 5 ～10ᶱの༨༟があるか
②足と靴の屈曲位置が合っているか
③足の甲の高さと෯が、靴のそれと合っ

ているか
④履き口（トップライン）が、足に৯い

込んでいたり、足との間に隙間があり
過ぎないか

⑤᪜部分に隙間がなく、靴と合っている

˔ྑいࢠͲも靴の条件
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か
以上のことがڍげられる。
さらにৄしく言うと、
①の௺先༨༟は、足を傷めないために必

ਢだ。大人の靴では、トウのܗ状やヒール
高によって異なるが、子ども靴の10ᶱは、
成長༨༟を見込んだ目安であり、 5 ᶱを
切ったら買い換え時だ。

②について言えば、靴が大きすぎると、
足の屈曲位置（ボールジョイント）は、靴
のそれより後方にずれ、௺先が༨り過ぎ、
小さいと逆となり、௺先༨༟が不足し、歩
く度に指先が௺先に当たり、ؕ入௺やハン
マー等の原因になる。

③は、靴の中で足を適正な位置に保持す
るのが目的だが、そのために前項⑥の調整
具の໾割も果たすཹめ具が必要となる。な

ͥならཹめ具のないスリッポンは、脱ぎ履
きは容易だが、甲の高さと෯が靴のそれと
ほぼͽったり合っていないと、正しい位置
に足を保持できない。また、高さ、෯共に
靴の方が大きすぎると、適正な௺先༨༟を
確保しても、歩く度に足が前方にずれ、指
先が靴の௺先に当たり、௺の変ܗなどを引
き起こす原因になってしまう。逆に靴の甲
の高さ、෯が足よりも小さいと、トップラ
インが足に৯い込んだり、ԟ々にして小指
側が歩く度に௧いという状態になってしま
う。

このようにཹめ具は、大きすぎたり、小
さすぎたりの靴を足に合わせるために極め
て有用だ。しかし、限界がある。ཹめ具が
取り付けてあるӋ根が重なってしまうと、
それ以上、కめることはできず、逆にӋ根

ʮ+*Sʹ+BQBOFTF *OEVTUSJBM SUBOEBSETʯは、1�4�（ত࿨24）年の工業ඪ४化法੍定以དྷ、௕ ʮ͘日ຊ工業֨نʯ
とݺ͹Εͯきたが、201�（ྩ࿨ݩ）年の法վ正によͬ ʮͯ日ຊ産業֨نʯにվশ͞Εた。

˔+*S靴のαイζのڙࢠ用αイζ表（+*S S 503��1���）
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が開ききってしまったら、それ以上広げら
れない。そこが調整の限界だ。

大人の靴に見られる3̚や4̚といった足
囲のଠいものは、子ども靴では商品化され
ていない。また̘といった細い足囲は、大
人用でも特例的に見られるだけだ。

適正なフィッティングの実現には、サイ
ズ規格がクローズアップされるのだが、子
ども靴においては、2000年ࠒまでは、主に
15.0～20.0ᶲ、もしくは21.0ᶲまでは、ハー
フサイズ、つまり「0.5ᶲ」サイズがなく
1 ᶲࠁみが当たり前だった。子ども靴はサ
イズレンジに෯があるため、靴メーカーは
0.5ᶲサイズを作ると靴型台数が増える、小
売店は在庫ෛ担が大きくなるのが理由だ。

1980年代以߱、靴が足の݈߁に与える影
響が強く意識されるようになり、1990年代
に入ると、その流れが子ども靴にも波及。
現在では、足長が 1 ᶲࠁみの子ども靴は、
ほぼなくなったと思われる。

日本の靴サイズは、प知の通り、JIS（日
本産業規格）で規定されている。その子ど
も用の一部を示した（前ページ）が、 足囲・
足෯は、細い・ڱい方からB、C、%、E、
EE、EEE、EEEE、F、(と 9 通り規定され
ている。しかし製品化されているのは、E、
もしくはEE程度の 1 つだけだ。子ども靴
を製造する大手靴メーカーの中には、足が
細い、あるいはڱい子どもが一定数いるこ
とを認識しているところもあるが、「採算
に見合う数ではない」という理由で製品化
はしていない。

幸いと言うか、メーカー、あるいはデザ
インによって同じ足長表記でも多少、足入
れが異なるため、それによってフィッティ
ング調整しているのが現実だ。

˔ 3 ௨りの足෯をͭ࣋ドイπのʮ8.Sʯ
Ԥถでは、甲サイズはウィズ（widthʹ

足෯）の採用が通例だが、複数の足෯バリ
エーションを持つ子ども靴がある。

デザートブーツで知られる英国の靴メー
カー、クラークスは、英国国内では子ども
靴でѹ౗的なシェアを持っているが、その
子ども靴は、大人用より 1 つ多い 4 通りの
足෯を展開している。

さらに業界として取り組んでいるのが、
ドイツ靴研究所が策定、運用する「8.S」だ。
「8」は「8eitʹ広い」、「.」は「.ittel

ʹ中間」、「S」は「Schmalʹڱい」を意味し、
3 通りの足෯を規定している。

そして「8.S」の規格は、サイズにཹ
まらない。ボールジョイントの位置、฼᪇
֯度、トウの高さ、靴型の振りなどৄ細に
わたっている。

例えばボールジョイントの位置は、サイ
ズ35（足の長さ218.3ᶱ）までは௺先から
36.5％、サイズ36（同225ᶱ）以߱は35.5％。
トウの高さは、足長に従って13～21ᶱまで
の 9 ランクを定め、サイズ33（足の長さ
205ᶱ）は、17ᶱといった具合だ。
「8.S」は、単なるサイズ規格ではなく、

子どもの足の݈߁をकるための靴型規格だ。
靴メーカーが「8.S」準拠とするには、

規定に従った靴型を作成し、ドイツ靴研究
所の検査を受けなければならない。また生
産用靴型の製造は、21世紀に入るまでドイ
ツ国内の靴型メーカー数ࣾにしかڐされて
いなかったが、製造のグローバリゼーショ
ンの進展に対応し、ドイツ靴研究所の検査
を通れば、ドイツ以外の靴型メーカーでの
製造もڐされている。現在、「8.S」に準
拠した子ども靴を製造販売する靴メーカー
は、オーストリアを含め 9 ࣾ。そのいくつ
かの製品は、日本にも༌出されている。

そもそもなͥ「8.S」は生まれたのか。
その契機は、1950年代にḪる。あるҩ師が
子どもの足を調査し、足を傷めている子ど
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もが多いことを報告した。ドイツ靴研究所
は、この報告に着目。子ども靴メーカーに
協力をݺび掛け、 7 万4000人もの子どもの
足を調査した。その結果、一ҩ師の報告が
事実であることが立証され、子どもたちの
足の݈߁をकるためには、厳密な規格が必
要と、「8.S」の創設にࢸったという。

JISの靴サイズは、1998（平成10）年に
改正されたものが、最新。筆者が把握して
いる範囲内ではあるが、この改正時に、そ
れまで足囲の記載だけだったのが、足෯の
数値が加えられ、表示方法について足長と
足囲のアルファベット表記（前記のB～(）
のซ記の他、足長と足෯の数値を表示する
方法が௥加された。

また、サイズ表に記載された各数値は、
1977（ত和52）年に行われた足型調査の結
果をベースに規定されている。

1977年以߱の大規模な調査は、1987（ত
和62）年。もっとも新しいものは、日本皮
革産業連合会が2009（平成21）年から2013
（同25）年に 4 ～18歳を対象に行った「足
サイズ計測調査事業」によるものがある。
まさに子どもを対象としており、報告ॻで

は、1977年と1987年の調査結果を比較して
いる。

比較分析は、足長、足෯、足囲、さらに
౿まず長、᪜෯などとৄ細にわたってい
る。また、「 3 － 5 歳」「 6 － 8 歳」など年
ྸ層別に行っているが、子どもの足がどの
ように変化しているかを一口には言いがた
い。しかしながら一つの傾向としては、15
歳以上になると、足長に対して足෯が広
く、また᪜෯がڱい、言ってみれば平べっ
たい足になってきていると言えそうだ。

平べったい足への傾向は、海外でもある
ようだ。デュッセルドルフで開催の国際靴
見本ࢢ(%Sが開催されている時のことなの
で、 6 年以上前のことになるが、(%Sのド
イツ靴研究所のブースで、「子どもୡの足
型調査を行ったところ、෯の広い足が増え
ているという結果が出た」という話を聞い
たことがある。

より良い子ども靴を提供するには、子ど
もୡの足の実情にଈしていなければならな
い。現在、流通している製品の中からݡく
選ぶ知識を広めるだけでなく、規格から見
直す必要があるのではないだろうか。

ʮ8.SʯのϩΰとϚχϡΞルに͞ࡌهΕͯいる靴ܕઃ計のࣔࢦ




